
戸田市教育政策シンクタンク

東京大学・田中隆一教授（経済学）
日本大学・末冨芳教授（教育行政学、教育財政学）
慶應義塾大学・中室牧子教授（教育経済学）
イエール大学・成田悠輔 助教授（AI、機械学習、経済学）
聖心女子大学・益川弘如教授（学習科学）
堺みくに法律事務所・小美野達之弁護士（スクール・コンプライアンス）
渥美坂井法律事務所・三部裕幸弁護士（個人情報保護） など
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子供たちを誰一人取り残されず、一人一人が２１世紀を主体的に生き抜く力を
身につけるため、教室を科学することを通じ、優れた教師の匠の技の言語化・
可視化・定量化や個別最適な学びの実現、EBPM（EIPP）の推進に取り組む。
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市役所内他部局
（健康福祉部、こど

も健やか部）
他自治体
大学
企業等

関係機関アドバイザリーボード

当面の取組の方向性

１

３

２

授業を
科学する

生徒指導を
科学する

学級・学校経
営を科学する

現状・課題 当面の方向性

様々な生徒指導上の課題は早期発
見・早期対応が不可欠であるが、教
師や保護者などの気付きや観察だけ
では限界がある。
不登校が子供達の学力面・情意面に
どのような影響を及ぼしているか、客観
的に把握する必要。

教育総合データベースにより、子供達の不登校
等のSOSの早期発見・対応を試行することで、
積極的な生徒指導を補強。
専門家による不登校対策ラボラトリー「ぱれっと
ラボ」において、本市の不登校対策・支援に関
する調査・研究・評価を実施。

教師の経験と勘と気合い（3K）のみ
による教育から脱却し、客観的な根
拠に基づく教育に転換する必要。
子供たちが主体的に自らの考えを外
化したり、学びのプロセスを共有したり
する中で、子供も教師もリフレクション
が深まる気付きを多く得ることが必要。

引き続き、アクティブ・ラーニング（AL）指導用
ルーブリック・戸田市版SAMRモデルの活用と児
童の変容の見取りによる、主体的・対話的で深
い学びの実現に向けたデータ駆動型の授業
研究を推進。
全ての教師の指導改善に繋げられるよう、多角
的な視点からの匠の技の可視化やAL指導用
ルーブリックの更なる改善について取り組む。

子供の社会経済的背景等の困難を考
慮した学級・学校単位での学力等の伸
び、学校の理解度や信頼度などを可視
化・定量化する必要。
教師にとってのAL指導用ルーブリックのよ
うな、学校管理職にとって学校経営を自
己・他者評価するような視点が必要。

教育総合データベースの「学校カルテ」
機能や学校訪問におけるデータの利活用
等を通じて、学級・学校経営を科学する
取組を推進。
アセスメント・ファシリテーション能力
を含めた学校経営の視点を示したルーブ
リックの作成について検討。 49

【期待される効果】
・子供たちが主体的に自らの考えを外化（言語化・可視化・定量化な

ど）したり、互いの学びのプロセスを共有したりする中で、子供た
ちも教師もリフレクションが深まる気付きを多く得られる

・教師が説明可能な判断をできたり、直観で感じていたことが客観で
裏付けられる

・教師のインサイト（腹落ち・言われて見れば確かに）を発掘する

・教師の判断を刺激し補強できる

・経験、勘、コツ、からの解放を実質化

・「よい授業」の納得解や腹落ちの共有化

・優れた教師の経験や勘、匠の指導技術を可視化するなど、優れた暗
黙知の共有化や形式知への転換

・軽い授業になりがちの危惧や実践感覚の共有化

・憧れを刺激したりするムーブメントのトリガーに

・長期的にみて若い先生方が元気に育つ支援や環境づくり

データ駆動型授業研究（授業を科学する）
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戸田市教育政策シンクタンク 教育総合データベース
①誰一人取り残されない、子供たち一人一人に応じた支援の実現
（子供たちのSOSの早期発見・支援等）
②EBPM（EIPP）の推進（行政課題特定の精緻化や施策の効果測定等）
③新たな知見の創出

（匠の技の可視化、学校カルテによる学校現場へのフィードバック等）
④関係機関の連携促進（教育委員会と福祉部局等との連携等）

○教育委員会及び市長部局に分散している子供に関わるデータについて、教育分
野を軸にした「教育総合データベース」を整備する。

○併せて、データの標準化やデータフォーマットのオープン化等により、他自治体に
おいても導入しやすい基盤となることを目指す。

＜今後の検討課題＞
具体的活用イメージ、データ項目・IDの整理
個人情報の保護措置、倫理面での配慮
効果的・効率的な活用の在り方

整備すべきシステムの在り方
データリテラシーの育成
学校におけるデータ活用の可能性52

デジタル庁「こどもに関する各種データの連携
による支援実証事業」実施団体に採択

子供たちが誰一人取り残されないためのデータ連携
現在、子供に関する様々なデータは、それぞれの政策目的（分野）に応じ、部局

／機関、情報システムごとにバラバラに保存されており、かつ、紙の情報でデジタル化
されていないものもある（「分野の壁」「組織の壁」「紙の壁」という３つの壁）。本市
が直面する不登校等の課題に対応し、子供たちが「誰一人取り残されない」教育を
実現するためには、こうした壁を打破していく必要。
具体的には、現象が発生してから、断片的・部分的な情報に基づいて対応する「後
手」の対応から、こうしたデータのうちそれぞれの目的に応じて必要となるものを、個人
情報の保護措置を講じた上で連携させ、子供たちのSOSを早期発見することでプッ
シュ型の支援を行う、いわば「先手」の対応に転じていく必要があるのではないか。

＜本市の抱える主な課題の例：不登校児童生徒割合の年度別推移＞

「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」（文部科学省）から抜粋

対象
年度

国 埼玉県 戸田市
小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計

令和２年度(人) 63350 132777 196127 2630 6458 9088 71 125 196
発生率(%) 1.0 4.1 2.0 0.71 3.5 1.64

令和元年度(人) 53350 127922 181272 2126 6331 8457 54 117 171
発生率(%) 0.83 3.94 1.88 0.58 3.4 1.52

平成30年度(人) 44841 119687 164528 1908 5863 7771 46 109 155
発生率(%) 0.7 3.65 1.69 0.51 3.1 1.39

平成29年度(人) 35032 108999 144031 1370 5287 6657 25 99 124
発生率(%) 0.5 3.2 1.5 0.36 2.8 1.18
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誰一人取り残されない、子供たち一人一人に応じた支援の実現
（１）子供たちのSOSの早期発見・支援

不登校、いじめに関し、子供たちのSOSが事前に何らかの兆候として現れていないか。それを踏
まえ、ニーズに応じた早期支援ができないか。

（２）貧困・虐待等の困難を有する子供への支援
上記（１）のようなSOSの兆候が現れた場合に、当該データを市内の関係部局等に共有する
ことにより、貧困・虐待等の困難を有する子供や家庭への支援につなげることができないか。

（３）学校カルテによる現場への継続的改善のためのフィードバック
困難な状況にもかかわらず学力向上等を達成している学校には、共通する特徴があるのではな
いか。そうした傾向の分析により、継続的改善のためのフィードバックが提供できないか。

基礎情報

氏名・生年月日・性別等

在籍学校名・クラス・出席番
号

埼玉県学力・学習状況調査
管理番号

就学前段階

保育・幼稚園在園時の状況

健康
乳幼児健診結果

学校健診結果等

学力等

県学力・学習状況調査
県学力・学習状況調査

質問紙
Reading Skills Test
非認知的能力調査

（AiGROW）

その他

出欠・遅刻・早退の状況

授業がわかる調査

学校生活アンケート調査

Q-Uアンケート等

＜主なデータ項目（※検討中であり、今後変更が有り得る。）＞
生徒指導

長期欠席調査

いじめ等に関する記録

教育相談の利用の有無

SC・SSW相談
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学校カルテのイメージ
市町村教育委員会が、各学校の状況を総合的に把握しやすく

することで、各学校への個別最適な支援につなげる。

市内全校の一覧・
各校概要

パソコン上で確認

○○小学校

学力の状況
学力の経年変化

SES別による学力

学校の基本情報
児童生徒数
教職員数
就学援助率
校長名
教職員ストレスチェック

子供の状況
学校への見方（例：先生はよいと
ころを認めてくれる）

授業への見方（例：授業がわかる）

自分への見方（例：自分にはよい
ところがある）
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戸田型オルタナティブ・プラン

小さなサインを「科学の視点」で見つけ出す
「未然防止」「早期発見・早期対応」「適切な支援」のための選択肢

～誰一人取り残されない教育の実現～

戸田型校内サポートルーム
「ぱれっとルーム」設置事業

・戸田型校内サポートルーム「ぱれっとルーム」設置（３校）

・小中学校スクールサポーター配置による学校・家庭支援の充実

・ICTを活用した学習支援や教育相談の推進

・教育支援センター「すてっぷ」、教育センター等との連携

●埼玉県教育委員会との連携 支援教室「いっぽ」
●認定NPO法人「カタリバ」との連携によるオンライ

インを活用した教育相談

不登校対策ラボラトリー
「ぱれっとラボ」設置事業

社会に開かれたネットワーク
構築事業（シンポジウム）

・専門家による不登校対策ラボラトリー「ぱれっとラボ」設立

・本市の不登校対策・支援に関する調査・研究・評価
・アンケート等を活用した調査・分析・予兆の発見
・不登校と学力面・情意面との関連に係る研究
・各学校や相談室での不登校に関する取組への指導・助言

・地域や保護者を対象としたシンポジウムの開催

・ぱれっとルームでの地域人材や学校応援団等との連携の促進

・ぱれっとラボへの不登校経験者の招聘

・研究成果レポートの作成・公開

不登校を科学する
戸田市教育政策シンクタンクとの連携
全人的な教育を科学の視点で捉え、支える

不登校を理解する
社会の認識を促し、協働の機運醸成を図る

１

３

２
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県立戸田翔陽高校内教室との連携人

データ

連携

不登校を支援する

オンラインの学びの場の活用

小学校 中学校

教室
さわやか相談室

多様な学びの場の選択肢

教育支援センター
すてっぷ

生徒支援教室
いっぽ

オンラインの
授業参加も

埼玉県立
戸田翔陽高校内 戸田市立教育センター

自宅

教室
ぱれっとルーム

（認定NPO法人カタ
リバ）room-K

メタバース

ＳＣ・ＳＳＷ・
スクールサポーター
と連携

ＳＣ・ＳＳＷ・
スクールサポーター
と連携
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教育・学びの未来を創造する教育長・校長プラットフォーム in戸田
第６回 令和４年８月２７日(土) 

教育・学びの未来を創造する教育長・校長プラットフォーム in戸田
第６回 令和４年８月２７日(土) 

戸田市教育委員会公式

戸ヶ﨑個人のfacebook
戸田市の教育の取組を中心に毎日投稿してい
ます。友達申請して御高覧ください。
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Thank you for listening.

戸田市教育委員会公式 note


